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評

価

規

準

の

作

成

の

手

引

き

（

三

省

堂

版

「

国

語

総

合

」

に

よ

る

）

一

国

語

総

合

の

目

標

（
「

高

等

学

校

学

習

指

導

要

領

」

に

よ

る

）

国

語

を

適

切

に

表

現

し

的

確

に

理

解

す

る

能

力

を

育

成

し

、

伝

え

合

う

力

を

高

め

る

と

と

も

に

、

思

考

力

を

伸

ば

し

心

情

を

豊

か

に

し

、

言

語

感

覚

を

磨

き

、

言

語

文

化

に

対

す

る

関

心

を

深

め

、

国

語

を

尊

重

し

て

そ

の

向

上

を

図

る

態

度

を

育

て

る

。

二

国

語

科

の

評

価

の

観

点

及

び

そ

の

趣

旨

関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

知
識
・
理
解

国
語
や
言
語
文
化
に

自
分
の
考
え
を
ま
と

自
分
の
考
え
を
ま
と
め

自
分
の
考
え
を
深
め

表
現
と
理
解
に
役
立
て

対

す

る

関

心

を

深

め
た
り
深
め
た
り
し

た
り
深
め
た
り
し
て
、

た
り
発
展
さ
せ
た
り

る
た
め
の
音
声
、
文
法
、

め
、
国
語
を
尊
重
し

て
、
目
的
や
場
面
に

相
手
や
目
的
に
応
じ
、

し
な
が
ら
、
目
的
に

表
記
、
語
句
、
語
彙
、

て

そ

の

向

上

を

図

応
じ
、
筋
道
を
立
て

筋
道
を
立
て
て
適
切
に

応
じ
て
様
々
な
文
章

漢
字
等
を
理
解
し
、
知

り
、
進
ん
で
表
現
し

て
話
し
た
り
的
確
に

文
章
に
書
く
。

を
的
確
に
読
み
取
っ

識

を

身

に

付

け

て

い

た
り
理
解
し
た
り
す

聞
き
取
っ
た
り
す
る
。

た
り
読
書
に
親
し
ん

る
。

る
と
と
も
に
、
伝
え

だ
り
す
る
。

合
お
う
と
す
る
。

「

評

価

規

準

の

作

成

，
評

価

方

法

の

工

夫

改

善

の

た

め

の

参

考

資

料
（

高

等

学

校

）
－

評

価

規

準

，
評

価

方

法

等

の

研

究

開

発
（

報

告

）

－

」
（

国

立

教

育

政

策

研

究

所

Ｈ

Ｐ

内

http://w
w

w
.nier.go.jp/kaihatsu/kou-sankousiryou/htm

l/m
okuji.htm

参

照

）
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三

言

語

活

動

例

一

覧

表

（
「

高

等

学

校

学

習

指

導

要

領

」

に

よ

る

）

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

・
話
題
を
選
ん
で
、
ス
ピ
ー
チ
や

・
題
材
を
選
ん
で
考
え
を
ま
と
め
、

・
文
章
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考

説
明
な
ど
を
行
う
こ
と
。

書
く
順
序
を
工
夫
し
て
説
明
や
意

え
方
な
ど
を
読
み
取
り
、
そ
れ
ら

・
情
報
を
収
集
し
活
用
し
て
、
報

見
な
ど
を
書
く
こ
と
。

に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
。

告
や
発
表
な
ど
を
行
う
こ
と
。

・
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
適
切
な
語

・
考
え
を
広
げ
る
た
め
、
様
々
な
古

・
課
題
に
つ
い
て
調
べ
た
り
考
え

句
を
用
い
、
手
紙
や
通
知
な
ど
を

典
や
現
代
の
文
章
を
読
み
比
べ
る

た
り
し
た
こ
と
を
基
に
し
て
、

書
く
こ
と
。

こ
と
。

話
合
い
や
討
論
な
ど
を
行
う
こ

・
本
を
読
ん
で
そ
の
紹
介
を
書
い
た

・
課
題
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
を
読

と
。

り
、
課
題
に
つ
い
て
収
集
し
た
情

み
取
り
、
ま
と
め
て
発
表
す
る
こ

報
を
整
理
し
て
記
録
や
報
告
な
ど

と
。

を
書
い
た
り
す
る
こ
と
。

四

評

価

方

法

一

覧

表

評
価
の
観
点

評
価
方
法

Ａ

観
察
記
録
（

生
徒
の
反
応
、
発
言
、
発
表
、
話
し
合
い
へ
の
参
加
な
ど
の
様
子
を
観
察
し
記

録
す
る
。
）

Ｂ

自
己
評
価
（

ア
ン
ケ
ー
ト
・
評
価
用
紙
な
ど
に
記
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
す
る
。
）

１

関
心
・
意
欲
・
態
度

Ｃ

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
評
価
（

ノ
ー
ト
、
プ
リ
ン
ト
、
作
品
類
の
提
出
状
況
を
単
元
ご
と
に
ふ
り

か
え
り
把
握
す
る
。
）

Ｄ

教
師
か
ら
の
発
問
評
価
（

授
業
時
に
生
徒
の
意
欲
を
喚
起
す
る
言
葉
を
投
げ
か
け
、
そ
の
反

応
を
把
握
す
る
。
）

Ａ

観
察
記
録
（

授
業
中
の
生
徒
の
話
し
方
、
話
し
合
い
中
の
発
言
、
口
頭
発
表
の
態
度
を
観
察

し
、
記
録
す
る
。
）
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２

話
す
・
聞
く
能
力

Ｂ

自
己
評
価
（

ア
ン
ケ
ー
ト
・
評
価
用
紙
な
ど
に
記
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
す
る
。
）

Ｃ

相
互
評
価
（

評
価
用
紙
な
ど
に
記
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
す
る
。

Ｄ

作
成
資
料
の
提
出
（

ス
ピ
ー
チ
、
説
明
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
た
め
に
作
成
し
た
メ
モ
や
発
表
原

稿
に
よ
っ
て
把
握
す
る
。
）

Ａ

観
察
記
録
（

授
業
中
の
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
の
記
述
態
度
を
観
察
し
、
記
録
す
る
。
）

Ｂ

自
己
評
価
（

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
記
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
す
る
。
）

３

書
く
能
力

Ｃ

相
互
評
価
（

評
価
用
紙
な
ど
に
記
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
す
る
。

Ｄ

提
出
課
題
の
調
査
（

リ
ポ
ー
ト
や
課
題
文
、
手
紙
文
、
通
知
文
、
紹
介
文
な
ど
を
点
検
す
る

こ
と
で
、
書
く
能
力
を
把
握
す
る
。
）

Ｅ

定
期
考
査
（

記
述
テ
ス
ト
で
成
果
を
見
る
。
）

Ａ

観
察
記
録
（

授
業
中
の
音
読
や
朗
読
の
様
子
、
発
問
に
対
す
る
受
け
答
え
の
様
子
を
観
察
し

記
録
す
る
。
）

４

読
む
能
力

Ｂ

自
己
評
価
（

ア
ン
ケ
ー
ト
・
評
価
用
紙
な
ど
に
記
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
す
る
。
）

Ｃ

相
互
評
価
（

評
価
用
紙
な
ど
に
記
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
す
る
。

Ｄ

提
出
課
題
の
状
況
（

提
出
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、
読
解
の
状
況
を
把
握
す
る
。
）

Ｅ

定
期
考
査
（

テ
ス
ト
で
読
解
の
能
力
を
見
る
。
）

Ａ

観
察
記
録
（

授
業
中
の
生
徒
の
活
動
を
観
察
す
る
。
）

５

知
識
・
理
解

Ｂ

提
出
課
題
の
調
査
（

提
出
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、
文
法
、
表
記
、
語
句
、
語
彙
、
漢
字
等

に
つ
い
て
の
理
解
度
を
把
握
す
る
。
）

Ｃ

定
期
考
査
（

テ
ス
ト
で
言
語
に
か
か
わ
る
知
識
を
見
る
。
）

＊

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

評

価

は

、

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

と

呼

ば

れ

る

フ

ァ

イ

ル

に

、

生

徒

の

提

出

物

等

を

学

習

の

進

歩

に

応

じ

て

集

積

・

保

存

す

る

評

価

方

法

で

あ

る

。

総

合

的

・

継

続

的

に

関

心

・

意

欲

・

態

度

を

評

価

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

五

評

価

規

準

例

（

高

等

学

校

国

語

総

合

）

＊

評

価

規

準

例

使

用

上

の

注

意

点

＊

・

評

価

の

方

法

は

、

配

当

時

間

あ

た

り

３

項

目

程

度

を

目

安

に

示

し

て

あ

り

ま

す

。

・

評

価

の

観

点

と

方

法

に

つ

い

て

は

、

四

の

評

価

方

法

一

覧

を

参

照

に

し

て

下

さ

い

。
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・
「

十

分

満

足

で

き

る

と

判

断

さ

れ

る

も

の

」
（

Ａ

）
、
「

お

お

む

ね

満

足

で

き

る

と

判

断

さ

れ

る

も

の

」
（

Ｂ

）
、
「

努

力

を

要

す

る

と

判

断

さ

れ

る

も

の

」
（

Ｃ

）

の

三

つ

の

評

価

段

階

（

小

中

学

校

の

指

導

要

録

に

お

け

る

観

点

別

学

習

状

況

の

記

入

方

法

に

よ

る

）

の

う

ち

、

こ

こ

で

は

、

上

段

に

示

し

た

観

点

に

照

ら

し

て

使

用

で

き

る

（

Ｂ

）

段

階

の

規

準

を

、

予

想

さ

れ

る

学

習

進

度

順

に

示

し

て

あ

り

ま

す

。

・

評

価

規

準

を

示

す

上

で

、
「

～

で

き

る

。
」
と

い

う

文

末

表

現

は

避

け

、
「

～

し

て

い

る

」
と

し

て

あ

り

ま

す

。
す

な

わ

ち

、
「

～

」

の

内

容

を

生

徒

が

お

お

む

ね

満

足

に

実

行

し

て

い

る

と

確

認

で

き

た

な

ら

ば

、

そ

の

生

徒

が

（

Ｂ

）

段

階

の

評

価

規

準

の

内

容

に

到

達

し

た

も

の

と

考

え

る

か

ら

で

す

。

ま

た

、

一

部

の

規

準

が

、
「

～

し

よ

う

と

し

て

い

る

。
」

と

な

っ

て

い

ま

す

が

、
「

関

心

・

意

欲

・

態

度

」

に

関

わ

る

評

価

規

準

に

つ

い

て

こ

の

よ

う

な

文

末

表

現

を

採

用

し

ま

し

た

。
「

関

心

・

意

欲

・

態

度

」

の

観

点

に

関

し

て

は

、

そ

の

評

価

規

準

に

示

し

た

内

容

を

正

し

く

実

行

で

き

て

い

る

か

否

か

に

か

か

わ

ら

ず

、

取

り

組

も

う

と

い

う

姿

勢

が

見

え

た

な

ら

ば

、

そ

の

評

価

規

準

に

達

し

た

も

の

と

考

え

た

か

ら

で

す

。

・
（

Ａ

）

段

階

の

評

価

規

準

例

に

つ

い

て

は

省

略

し

ま

し

た

が

、
（

Ｂ

）

段

階

の

規

準

に

達

し

た

上

で

、

さ

ら

に

質

的

な

高

ま

り

や

深

ま

り

を

持

っ

て

い

る

と

判

断

さ

れ

た

時

に

、
「

十

分

満

足

で

き

る

」

と

評

価

で

き

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

・
【

関

連

事

項

】

は

、

そ

の

単

元

と

相

互

に

連

携

で

き

る

よ

う

な

、

他

の

教

科

や

総

合

的

な

学

習

の

時

間

、

特

別

活

動

等

が

あ

る

場

合

に

記

し

て

あ

り

ま

す

。

・
「

言

語

活

動

例

」

に

つ

い

て

は

、

三

の

一

覧

表

を

参

考

に

し

て

下

さ

い

。

・

こ

こ

に

示

し

た

例

は

、

あ

く

ま

で

も

一

つ

の

目

安

で

あ

り

、

実

際

の

授

業

時

に

は

、

各

学

校

の

実

情

に

即

応

し

た

評

価

規

準

の

設

定

が

必

要

で

す

。

単
元
名
（
○
内
時
数
）

評
価
の
観
点
と
方
法

評
価
規
準

・
文
章
を
読
ん
で
筆
者
の
考
え
方
を
確
か
め
て
い
る
。

祝
福
の
こ
と
ば

１
…
Ａ
Ｂ
Ｄ

・
筆
者
が
幼
い
頃
経
験
し
た
「
お
は
よ
う
」
と
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
区
別

②

３
…
Ａ

に
つ
い
て
、
文
脈
に
即
し
て
整
理
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ

・
「
お
は
よ
う
」
が
、
「
祝
福
」
で
あ
る
と
言
っ
た
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ

５
…
Ｂ
Ｃ

ォ
ナ
ス
の
考
え
方
を
理
解
し
て
い
る
。

・
「
人
が
人
に
か
か
わ
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
、
自
分
の
体
験
に
基
づ
い
て

説
明
し
て
い
る
。

・
文
章
を
読
ん
で
構
成
を
確
か
め
て
い
る
。
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水
の
東
西

１
…
Ａ
Ｃ

・
文
脈
を
考
え
、
対
句
表
現
や
語
句
に
注
意
し
た
り
し
な
が
ら
、
書
き
手

②

３
…
Ｄ

の
主
張
や
文
章
の
内
容
を
と
ら
え
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ

・
筆
者
の
東
西
文
化
を
比
較
す
る
観
点
を
理
解
し
て
い
る
。

５
…
Ｃ

・
日
本
文
化
に
対
す
る
考
え
方
を
整
理
し
て
い
る
。

・
文
章
の
要
旨
を
必
要
に
応
じ
て
要
点
を
絞
っ
て
ま
と
め
て
い
る
。

・
語
句
の
意
味
を
、
一
般
的
な
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
脈
に
応
じ
て
的

羅
生
門

１
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

確
に
と
ら
え
て
い
る
。

④

２
…
Ａ

・
音
読
や
朗
読
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
読
み
味
わ
っ
て
い
る
。

３
…
Ｄ

・
登
場
人
物
の
行
動
や
性
格
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み

４
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｅ

味
わ
っ
て
い
る
。

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

・
下
人
の
心
理
の
推
移
と
、
闇
の
空
間
の
意
味
に
つ
い
て
と
ら
え
て
い
る
。

・
作
品
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
、
互
い
に
読
み
、
批
評
し
合
っ
て
い
る
。

・
作
品
を
読
ん
で
、
そ
の
構
成
を
確
か
め
て
い
る
。

少
女

１
…
Ａ

・
作
品
を
読
ん
で
、
表
現
の
意
図
や
特
色
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

②

３
…
Ｄ

・
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
情
景
を
、
登
場
人
物
の
言
動
に
照
ら
し
合
わ
せ

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

て
と
ら
え
て
い
る
。

５
…
Ａ

・
最
後
の
一
文
に
込
め
ら
れ
た
少
女
の
心
情
を
的
確
に
理
解
し
て
い
る
。

・
「
サ
ッ
カ
ー
観
戦
」
の
話
題
が
、
本
論
の
導
入
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

情
報
流

１
…
Ａ
Ｂ

こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。

②

３
…
Ａ
Ｄ

・
筆
者
の
言
う
「
近
代
主
義
の
大
前
提
」
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

・
近
代
的
個
人
の
自
由
や
責
任
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
を
、
本
文
に
即
し

５
…
Ｂ
Ｃ

て
理
解
し
て
い
る
。

・
論
理
構
成
を
整
理
し
た
上
で
、
「
情
報
学
」
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
説
明

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

【
関
連
事
項
】

◎

情
報
科
で
の
学
習
内
容
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・
筆
者
が
取
り
上
げ
て
い
る
二
つ
の
安
楽
死
事
件
に
つ
い
て
、
自
分
の
意

命
は
だ
れ
の
も
の

１
…
Ａ
Ｂ

見
を
述
べ
て
い
る
。

な
の
か

２
…
Ａ

・
筆
者
が
死
を
望
ん
だ
経
緯
と
、
そ
の
時
に
得
た
認
識
に
つ
い
て
理
解
し

③

４
…
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

て
い
る
。

５
…
Ａ
Ｃ

・
「
安
楽
死
法
」
の
問
題
点
を
整
理
し
た
上
で
把
握
し
て
い
る
。

・
「
命
は
だ
れ
の
も
の
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
の
考
え
を

理
解
し
た
上
で
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。

【
関
連
事
項
】

◎

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
の
生
命
に
関
す
る
学
習
内
容

・
文
章
の
内
容
を
叙
述
に
即
し
て
最
後
ま
で
的
確
に
読
み
取
ろ
う
と
し
て

地
球
の
有
限
性
と

１
…
Ｄ

い
る
。

人
間

③

３
…
Ｄ

・
筆
者
が
指
摘
す
る
地
球
環
境
問
題
を
、
自
分
の
知
識
に
即
し
て
理
解
し

４
…
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

て
い
る
。

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

・
地
球
環
境
問
題
に
関
す
る
悲
観
論
の
危
険
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

を
と
ら
え
て
い
る
。

・
先
進
国
と
開
発
途
上
国
、
現
在
の
人
々
と
将
来
の
人
々
の
関
係
に
つ
い

て
筆
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
理
解
し
、
地
球
環
境
問
題

の
解
決
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

【
関
連
事
項
】

◎

公
民
科
の
授
業
に
お
け
る
環
境
問
題
に
関
す
る
学
習
内
容

・
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

レ
モ
ン
哀
歌

１
…
Ａ

・
こ
と
ば
の
表
現
上
の
効
果
や
修
辞
技
法
を
理
解
し
て
い
る
。

お
よ
ぐ
ひ
と
・
猫

２
…
Ａ

・
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
リ
ズ
ム
・
こ
と
ば
の
響
き
・
内
容
に
注
意
し
て
読
も

・
骨

・
崖

３
…
Ｄ

う
と
し
て
い
る
。

②

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

・
詩
の
感
想
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
て
い
る
。

５
…
Ｃ
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・
語
句
の
意
味
を
、
一
般
的
な
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
脈
に
応
じ
て
的

富
嶽
百
景

１
…
Ａ
Ｄ

確
に
と
ら
え
て
い
る
。

④

２
…
Ａ
Ｃ

・
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
「
富
士
」
の
描
写
に
つ
い
て
、
整
理
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

・
登
場
人
物
の
行
動
や
性
格
、
情
景
、
心
情
な
ど
を
表
現
に
即
し
て
読
み

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

味
わ
っ
て
い
る
。
・
作
品
を
読
ん
だ
印
象
を
、
互
い
に
批
評
し
合
っ
て
い

る
。

・
図
書
館
や
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
な
ど
で
、
作
品
や
作
者
に
関
す
る
資
料
を
幅

そ
の
子
二
十

１
…
Ａ
Ｃ

広
く
集
め
、
自
分
の
考
え
を
効
果
的
に
発
表
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

②

２
…
Ａ

・
そ
れ
ぞ
れ
の
短
歌
に
つ
い
て
、
歌
わ
れ
て
い
る
情
景
や
感
動
の
中
心
を

３
…
Ｄ

整
理
し
て
説
明
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｅ

・
そ
れ
ぞ
れ
の
短
歌
の
調
べ
に
注
意
し
て
読
も
う
と
し
て
い
る
。

５
…
Ｃ

・
短
歌
の
感
想
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
て
い
る
。

・
図
書
館
や
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
な
ど
で
、
作
品
や
作
者
に
関
す
る
資
料
を
幅

い
く
た
び
も

１
…
Ａ
Ｃ

広
く
集
め
、
自
分
の
考
え
を
効
果
的
に
発
表
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

②

２
…
Ａ

・
そ
れ
ぞ
れ
の
俳
句
に
つ
い
て
、
表
現
さ
れ
て
い
る
情
景
や
感
動
の
中
心

３
…
Ｄ

を
整
理
し
て
説
明
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｅ

・
季
語
と
切
れ
字
に
つ
い
て
理
解
し
そ
の
効
果
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
、

５
…
Ｃ

・
俳
句
の
感
想
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し
て
い
る
。

も
の
と
こ
と
ば

１
…
Ａ

・
文
脈
を
考
え
、
「
こ
と
ば
」
に
関
す
る
具
体
例
を
通
し
て
、
筆
者
の
考
え

②

３
…
Ａ
Ｄ

を
と
ら
え
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

・
本
文
の
要
旨
を
五
つ
の
部
分
ご
と
に
ま
と
め
て
い
る
。

５
…
Ｂ
Ｃ

・
「
も
の
と
こ
と
ば
」
の
関
係
に
対
す
る
筆
者
の
考
え
を
、
本
文
全
体
を
通

し
て
、
自
分
の
言
葉
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

・
筆
者
の
言
お
う
と
す
る
と
こ
ろ
を
と
ら
え
、
共
感
し
た
り
、
疑
問
に
思

ネ
ッ
ト
が
崩
す
公

１
…
Ａ
Ｂ

っ
た
り
し
て
い
る
。

私
の
鏡

２
…
Ａ

・
高
度
情
報
化
社
会
の
問
題
点
と
利
点
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
の
考
え
を
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③

４
…
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ

持
っ
て
い
る
。

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

・
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
変
化
に
つ
い
て
、
簡
潔
に

ま
と
め
て
い
る
。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
こ
と
で
、
私
た
ち
の
「
公
私
の
境
」
が

ど
う
変
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
。

【
関
連
事
項
】

◎

情
報
科
で
の
学
習
内
容

・
「
私
」
は
「
い
つ
」
の
時
点
で
、
「
だ
れ
」
に
対
し
て
語
っ
て
い
る
の
か

待
ち
伏
せ

１
…
Ａ
Ｄ

を
、
物
語
の
時
制
や
場
面
に
注
意
し
て
読
み
と
っ
て
い
る
。

③

２
…
Ａ
Ｄ

・
「
私
」
が
手
榴
弾
を
投
げ
て
し
ま
っ
た
理
由
を
、
本
文
の
記
述
に
即
し
て

３
…
Ａ

整
理
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

・
「
私
」
が
部
屋
の
中
か
ら
と
き
ど
き
「
朝
霧
の
中
か
ら
そ
の
若
者
が
現
れ

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

る
の
を
見
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
心
理
状
態
を
把
握
し
て
い
る
。

・
「
私
」
が
戦
争
の
話
を
書
き
続
け
て
い
る
理
由
を
、
自
分
の
言
葉
で
ま

と
め
説
明
し
て
い
る
。

・
文
章
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
体
や
表
現
技
法
等
の
特
徴
を
と
ら
え
て
い

紫
紺
染
に
つ
い
て

１
…
Ｄ

る
。

③

２
…
Ａ

・
語
句
の
表
現
上
の
効
果
に
つ
い
て
と
ら
え
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

・
場
面
に
即
し
て
、
山
男
の
行
動
・
態
度
と
山
男
に
対
す
る
人
々
の
反
応

５
…
Ａ
Ｂ

を
ま
と
め
て
い
る
。

・
こ
の
作
品
の
お
も
し
ろ
さ
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
互
い
に
批
評

し
合
っ
て
い
る
。

・
文
章
の
構
造
、
論
理
の
展
開
を
把
握
し
て
い
る
。

余
暇
に
つ
い
て

１
…
Ａ
Ｄ

・
筆
者
の
主
張
を
、
論
理
的
に
理
解
し
て
い
る
。

③

３
…
Ｄ

・
必
要
に
応
じ
て
、
筆
者
の
考
え
を
要
約
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

・
余
暇
に
対
す
る
従
来
の
考
え
方
と
筆
者
の
考
え
方
と
の
違
い
を
、
把
握

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

し
て
い
る
。
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・
筆
者
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
な
余
暇
を
手
に
い
れ
る
た
め
に
は
、
何
を

し
た
ら
よ
い
と
筆
者
が
言
っ
て
い
る
か
を
、
自
分
の
言
葉
で
整
理
し
て

説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

【
関
連
事
項
】

◎

総
合
学
習
の
時
間

・
文
章
の
構
造
、
論
理
の
展
開
を
把
握
し
て
い
る
。

見
る
―
考
え
る

１
…
Ａ

・
筆
者
の
主
張
を
、
論
理
的
に
理
解
し
て
い
る
。

③

３
…
Ｄ

・
筆
者
の
考
え
を
要
約
し
た
も
の
が
、
的
確
か
ど
う
か
確
認
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ

・
「
見
る
」
こ
と
と
「
考
え
る
」
こ
と
の
違
い
を
、
本
文
に
即
し
て
整
理
し

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

て
い
る
。

・
最
後
の
一
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
文
章
の
要
点
を
押
さ
え
な
が
ら

説
明
し
て
い
る
。

古

典

編

・
語
句
や
意
味
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
。

古
典
の
響
き

２
…
Ａ
Ｄ

・
朗
読
す
る
際
に
、
速
度
、
声
量
、
抑
揚
、
間
の
取
り
方
な
ど
を
工
夫
し
て
い

①

５
…
Ａ

る
。

【
関
連
事
項
】

◎

中
学
で
の
既
習
事
項

・
古
文
を
読
ん
で
、
表
現
の
特
色
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

古
文
入
門

１
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

・
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
理
解
し
て
い
る
。

田
舎
の
児
、
桜

４
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

・
文
を
単
語
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
散
る
を
見
て

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

・
動
詞
の
活
用
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

泣
く
こ
と

・
古
文
を
読
み
、
そ
の
表
現
に
即
し
て
読
み
味
わ
っ
た
り
し
て
、
も
の
の

後
の
千
金
の
こ

見
方
、
感
じ
方
、
考
え
方
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
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と

・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
助
動
詞
の
用
法
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

大
江
山

④

徒
然
草

１
…
Ａ
Ｃ
Ｄ

・
古
語
辞
典
を
使
い
な
が
ら
本
文
の
読
解
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

④

２
…
Ａ

・
「
公
世
の
二
位
の
せ
う
と
に
」
の
話
の
お
も
し
ろ
さ
を
理
解
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

・
「
あ
る
者
、
子
を
法
師
に
な
し
て
」
の
話
を
通
し
て
筆
者
の
言
お
う
と
し

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

て
い
る
こ
と
を
、
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。

・
「
名
を
聞
く
よ
り
」
の
本
文
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
経
験

を
、
筋
道
を
立
て
て
話
し
て
い
る
。

・
「
花
は
盛
り
に
」
を
読
ん
で
作
者
の
美
意
識
を
読
み
と
っ
て
い
る
。

・
物
語
の
大
意
を
把
握
し
て
い
る
。

伊
勢
物
語

１
…
Ａ
Ｃ
Ｄ

・
物
語
や
日
記
の
歴
史
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

③

２
…
Ａ

・
文
中
の
和
歌
を
解
釈
し
て
い
る
。

３
…
Ａ

・
助
詞
の
用
法
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

・
「
芥
川
」
を
読
ん
で
、
感
じ
た
こ
と
を
相
手
の
言
う
こ
と
を
理
解
し
な
が

５
…
Ｂ
Ｃ

ら
話
し
合
っ
て
い
る
。

・
「
東
下
り
」
を
読
ん
で
、
東
国
へ
下
っ
た
男
の
気
持
ち
の
移
り
変
わ
り
を

整
理
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

・
和
漢
混
交
文
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

・
日
記
文
の
特
徴
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

土
佐
日
記

１
…
Ａ

・
歌
人
紀
貫
之
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。

③

２
…
Ａ

・
筆
者
が
、
こ
の
日
記
を
女
性
の
立
場
で
書
い
た
理
由
を
理
解
し
て
い
る
。

３
…
Ａ

・
こ
と
ば
遊
び
的
な
要
素
を
理
解
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

・
和
歌
に
関
す
る
知
識
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
信
条
を

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

理
解
し
て
い
る
。

１
…
Ａ

・
敬
語
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。
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平
家
物
語

２
…
Ａ

・
「
祇
園
精
舎
」
に
つ
い
て
、
文
章
の
調
子
を
生
か
す
よ
う
に
朗
読
し
て
い

③

３
…
Ａ

る
。

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

・
「
能
登
殿
最
期
」
に
つ
い
て
、
登
場
人
物
の
心
理
を
場
面
に
応
じ
て
理
解

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

し
て
い
る
。

・
平
家
物
語
に
見
ら
れ
る
死
生
観
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
し
て
い

る
。

【
関
連
事
項
】

◎

日
本
史
で
の
学
習
内
容

・
和
歌
の
リ
ズ
ム
に
注
意
し
て
朗
読
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

和
歌
二
十
首

１
…
Ａ

・
和
歌
の
表
現
の
特
色
や
時
代
に
よ
る
変
化
を
理
解
し
て
い
る
。

万
葉
集

２
…
Ａ
Ｃ

・
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
情
景
・
心
情
を
理
解
し
て
い
る
。

古
今
和
歌
集

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

・
「
万
葉
集
」「
古
今
集
」「
新
古
今
集
」
の
作
品
の
特
徴
を
と
ら
え
て
い
る
。

新
古
今
和
歌
集

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

③

・
文
脈
を
考
え
な
が
ら
、
本
文
の
内
容
を
理
解
し
て
い
る
。

奥
の
細
道

１
…
Ａ

・
「
旅
立
ち
」
に
つ
い
て
、
対
句
的
な
表
現
を
と
ら
え
て
い
る
。

③

２
…
Ａ

・
「
那
須
野
」
に
つ
い
て
、
作
者
と
旅
の
途
中
で
出
会
っ
た
人
々
と
の
交
流

３
…
Ａ

を
整
理
し
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ

・
「
平
泉
」
に
つ
い
て
、
作
者
が
涙
を
落
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
理
解
し
て

５
…
Ｂ
Ｃ

い
る
。

・
「
立
石
寺
」
に
つ
い
て
、
「
閑
か
さ
や
」
の
句
に
詠
ま
れ
て
い
る
情
景
を

本
文
に
即
し
て
説
明
し
て
い
る
。

・
漢
文
を
読
ん
で
、
表
現
の
特
色
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

漢
文
に
親
し
む

１
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

・
朗
読
す
る
際
に
、
速
度
、
声
量
、
抑
揚
、
間
の
取
り
方
な
ど
を
工
夫
し
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五
十
歩
百
歩

２
…
Ａ

て
い
る
。

借
狐
虎

３
…
Ａ
Ｄ

・
自
力
で
書
き
下
し
文
を
書
い
て
い
る
。

蛇
足

４
…
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ

・
故
事
成
語
の
内
容
を
叙
述
に
即
し
て
理
解
し
て
い
る
。

⑤

５
…
Ａ

【
関
連
事
項
】

◎

中
学
で
の
既
習
事
項

・
漢
詩
の
き
ま
り
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

漢
詩
八
首

１
…
Ａ
Ｂ
Ｄ

・
訓
読
を
通
し
て
内
容
を
理
解
で
き
る
。

唐
詩
選

２
…
Ａ
Ｃ

・
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
表
現
さ
れ
て
い
る
情
景
や
心
情
に
つ
い
て
、
整
理
し

三
体
詩

４
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

て
い
る
。

白
氏
文
集

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

・
好
き
な
詩
を
選
ん
で
、
暗
唱
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

⑤

・
漢
文
の
訓
読
に
必
要
な
返
り
点
、
送
り
仮
名
、
句
読
点
な
ど
に
関
す
る

鶏
鳴
狗
盗

１
…
Ａ
Ｃ

き
ま
り
を
理
解
し
て
い
る
。

史
記

２
…
Ａ

・
作
品
中
に
出
て
く
る
句
形
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
の
訓
読
の
仕
方

③

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

や
訳
し
方
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
い
る
。

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

・
漢
和
辞
典
を
使
い
な
が
ら
本
文
の
読
解
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

・
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
情
景
を
、
登
場
人
物
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
理
解

し
て
い
る
。

・
中
国
の
古
典
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
や
時
代
状
況
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
る
。

【
関
連
事
項
】

◎

世
界
史
で
の
学
習
事
項

・
漢
文
の
内
容
を
、
段
落
ご
と
に
ま
と
め
て
い
る
。

復
活

１
…
Ａ
Ｃ

・
「
男
」
が
女
を
後
夫
に
返
さ
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
本
文
に
即
し
て
説
明

捜
神
記

２
…
Ａ
Ｃ

で
き
る
。

③

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

・
助
動
詞
の
用
法
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
る
。

５
…
Ａ
Ｂ
Ｃ

・
王
導
が
ど
の
よ
う
な
結
論
を
出
し
た
が
を
把
握
し
て
い
る
。
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・
こ
の
小
説
の
面
白
さ
を
相
手
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。

・
漢
文
の
内
容
を
ま
と
ま
り
ご
と
に
要
約
し
て
い
る
。

雑
説

１
…
Ａ
Ｃ
Ｄ

・
脚
注
や
漢
和
辞
典
を
用
い
て
、
正
し
い
口
語
訳
を
行
っ
て
い
る
。

唐
宋
八
大
家
文

２
…
Ａ

・
「
伯
楽
」
と
「
千
里
馬
」
が
そ
れ
ぞ
れ
何
の
た
と
え
と
し
て
用
い
ら
れ
て

読
本

３
…
Ａ

い
る
か
理
解
し
て
い
る
。

③

４
…
Ａ
Ｄ
Ｅ

・
筆
者
が
こ
の
文
章
で
訴
え
た
い
こ
と
を
、
論
理
的
に
組
み
立
て
て
相
手

５
…
Ｃ

に
伝
え
て
い
る
。

・
論
の
展
開
を
読
み
取
り
筆
者
の
論
理
を
把
握
し
て
い
る
。

・
古
代
中
国
の
思
想
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

論
語
・
孟
子

１
…
Ａ

・
孔
子
・
孟
子
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
持
ち
述
べ
て
い
る
。

④

２
…
Ａ
Ｄ

・
白
文
に
訓
点
を
適
切
に
付
し
て
い
る
。

３
…
Ａ
Ｄ

・
印
象
に
残
っ
た
章
を
選
び
、
自
分
の
感
想
を
ま
と
め
て
い
る
。

４
…
Ａ
Ｂ
Ｄ
Ｅ

５
…
Ｂ
Ｃ

七

参

考

文

献

（

評

価

規

準

例

を

作

る

に

際

し

て

、

以

下

の

資

料

を

参

考

に

し

ま

し

た

。
）

・
「

文

部

省

告

示

高

等

学

校

学

習

指

導

要

領

」

大

蔵

省

印

刷

局

平

成

年

月

11

3

・
「

高

等

学

校

学

習

指

導

要

領

解

説

国

語

編

」

東

洋

館

出

版

社

平

成

年

月

11

12

・

教

育

課

程

審

議

会

答

申

平

成

年

月

12

12

・

文

部

科

学

省

初

等

中

等

教

育

長

通

知

平

成

年

月

13

4

・
「

評

価

規

準

，

評

価

方

法

等

の

研

究

開

発

」

国

立

教

育

政

策

研

究

所

教

育

課

程

セ

ン

タ

ー

次

の

ア

ド

レ

ス

で

も

見

ら

れ

ま

す

。

http://w
w

w
.nier.go.jp/kaihatsu/kou-sankousiryou/htm

l/index.htm

・
「

月

刊

国

語

教

育

指

導

を

高

め

る

評

価

改

善

の

決

め

手

」

東

京

法

令

出

版

平

成

年

月

別

冊

14

5

・
「

日

本

語

学

特

集

国

語

科

教

育

に

お

け

る

評

価

」

明

治

書

院

平

成

年

月

14

6

・
「

実

践

国

語

教

育

評

価

で

国

語

の

授

業

を

改

善

す

る

」

明

治

図

書

出

版

平

成

年

／

月

号

14

6

7
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・
「

月

刊

国

語

教

育

特

集

観

点

別

評

価

か

ら

評

定

へ

」

東

京

法

令

出

版

平

成

年

月

号

15

2

・
「

指

導

と

評

価

」

３

月

号

（

社

）

日

本

図

書

文

化

協

会

平

成

年

月

号

15

3

高

等

学

校

国

語

総

合

表

現

編

教
材
（
学
習
活
動
）
配

当

活
動
の
ね
ら
い

活
動
の
大
ま
か
な
流
れ

評
価
の
観
点
と

評
価
規
準

時

間

方
法

＊
（
）
内
に
は
直

前
の
方
法
の
具
体
例

が
示
し
て
あ
る
。

ス
ピ
ー
チ
「
わ
た

５

・
自
分
の
体
験
や
考
え
を

①

シ
ョ
ウ
・
ア
ン
ド
・

１
…
Ａ
Ｄ

・
活
動
に
主
体
的
に
参
加
し
よ
う
と
し
、

し
の
こ
と
」
を
話

客
観
的
に
把
握
す
る
。

テ
ル
の
方
法
を
学
ぶ
。

２
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

話
し
合
い
で
は
、
他
の
人
の
意
見
を
聞
き
、

そ
う
シ
ョ
ウ
・
ア

・
自
分
の
こ
と
を
具
体
的

②

教
科
書
の
モ
デ
ル
を

（
ス
ピ
ー
チ
感

ま
た
発
言
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
・
自
分
を

ン
ド
・
テ
ル

に
わ
か
り
や
す
く
話
す
た

参
考
に
、
自
分
の
ス
ピ

想
カ
ー
ド
の
提

見
つ
め
、
自
分
の
体
験
や
考
え
を
客
観
的

め
の
姿
勢
（
工
夫
・
ス
キ

ー
チ
内
容
と
見
せ
る
物

出
）

に
把
握
し
て
い
る
。

ル
）
を
学
習
す
る
。

と
を
考
え
る
。

３
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

・
ス
ピ
ー
チ
の
内
容
が
、
自
分
の
体
験
に

・
他
の
人
の
ス
ピ
ー
チ
を

③
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
書

（
ス
ピ
ー
チ
原

基
づ
い
た
も
の
で
、
自
分
に
つ
い
て
の
何

聞
き
、
そ
れ
に
対
す
る
意

く
。

稿
の
提
出
）

ら
か
の
発
見
が
含
ま
れ
て
い
る
。
・
自
分
の

見
を
き
ち
ん
と
持
つ
。

④

ス
ピ
ー
チ
を
し
、
自

５
…
Ａ
Ｂ

伝
え
た
い
こ
と
を
整
理
し
、
わ
か
り
や
す

己
評
価
す
る
。
ま
た
、

く
語
っ
て
い
る
。

他
の
人
の
ス
ピ
ー
チ
を

・
適
切
な
態
度
で
話
し
、
聞
い
て
い
る
。
・

き
ち
ん
と
聞
い
て
評
価

他
の
人
の
意
見
を
聞
き
、
発
表
に
反
映
さ

・
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。

せ
て
い
る
。

こ
ん
な
人
に
、
こ

５

・
読
書
に
対
す
る
興
味
・

①
自
分
自
身
の
読
書
生

１
…
Ａ
Ｄ
（
ブ

・
紹
介
す
る
本
に
つ
い
て
の
情
報
を
収
集

ん
な
本
を
ブ
ッ
ク

関
心
を
喚
起
す
る
。

活
を
振
り
返
り
、
他
の

ッ
ク
ガ
イ
ド
の

し
、
整
理
し
て
い
る
。
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ガ
イ
ド
を
作
ろ
う

・
情
報
の
取
材
・
整
理
を

人
に
薦
め
た
い
一
冊
を

提
出
）

・
意
見
交
換
す
る
際
に
、
積
極
的
に
参
加

し
、
紹
介
文
に
ま
と
め
る
。
選
ぶ
。

２
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

し
、
他
の
人
の
意
見
を
聞
き
ま
た
発
言
し

・
表
現
活
動
や
相
互
評
価

②

選
ん
だ
本
に
関
す
る

３
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

て
い
る
。

を
通
し
て
、
自
ら
の
も
の

情
報
を
取
材
・
整
理
し
、
（
ブ
ッ
ク
カ
ー

・
選
ん
だ
本
の
よ
さ
を
伝
え
よ
う
と
し
て

の

と

ら

え

方
を

自

覚

す

カ
ー
ド
に
ま
と
め
る
。

ド
の
提
出
）

い
る
。

る
。

③
カ
ー
ド
に
ま
と
め
て

４
…
Ｂ

・
他
の
人
を
読
む
気
に
さ
せ
る
紹
介
文
を

い
く
際
、
積
極
的
に
相

５
…
Ａ
Ｂ

書
い
て
い
る
。

互
評
価
を
行
う
。

④
仕
上
が
っ
た
カ
ー
ド

を
集
約
し
、
ブ
ッ
ク
ガ

イ
ド
を
作
り
上
げ
る
。

討
論
ゲ
ー
ム
を
し

４

・
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
応
用
し

①
教
科
書
の
モ
デ
ル
を

１
…
Ａ
Ｄ

・
活
動
に
主
体
的
に
参
加
し
よ
う
と
し
て

よ
う
デ
ィ
ベ
ー
ト

た

討

論

ゲ

ー

ム

を

通

し

参
考
に
し
て
、
討
論
ゲ

３
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

い
る
。

て
、
討
論
に
参
加
す
る
際

ー
ム
（
の
進
め
方
）
２

（
感
想
文
の
提

・
討
論
に
参
加
す
る
際
の
基
本
的
な
姿
勢

の
基
本
的
な
姿
勢
を
学
習

…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

を
理
解
す

出
）

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

す
る
。

る
。

４
…
Ａ

・
自
分
の
意
見
を
整
理
し
て
述
べ
て
い
る
。

②
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

５
…
Ａ

・
議
論
の
流
れ
を
正
確
に
と
ら
え
て
い
る
。

自
分
の
立
場
を
決
め
、

・
適
切
な
態
度
で
話
し
、
聞
い
て
い
る
。

理
由
・
根
拠
を
考
え
る
。

・
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
肯
定
・
否
定
両
方

ま
た
、
自
分
と
異
な
る

の
立
場
で
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

立
場
の
理
由
・
根
拠
を

考
え
る
。

③
役
割
分
担
を
決
め
、

討
論
ゲ
ー
ム
を
実
施
す

る
。

④
試
合
を
振
り
返
る
。

新
聞
に
投
書
し
て

７

・
意
見
文
を
書
く
基
本
を

①
新
聞
の
投
書
欄
を
三

１
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

・
新
聞
の
投
書
を
主
体
的
に
読
み
、
感
想

み
よ
う
意
見
文
を

学
習
す
る
。

日
分
読
み
、
関
心
を
も

２
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

を
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

書
く

・
話
し
合
い
や
相
互
批
評

っ
た
投
書
の
内
容
と
そ

３
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

・
話
し
合
い
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
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を
通
じ
て
、
自
ら
の
問
題

れ
に
対
す
る
感
想
を
ま

（
投
書
文
の
提

し
て
い
る
。

意
識
の
有
り
様
を
自
覚
す

と
め
る
。

出
）

・
日
常
生
活
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
こ
か
ら

る
。

②
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

４

…

Ａ

Ｂ

Ｄ

問
題
や
課
題
を
発
見
し
て
い
る
。

・
同
時
に
、
自
ら
の
も
の

て
①
を
発
表
し
合
い
、

（
メ
モ
カ
ー
ド

・
自
分
の
考
え
や
意
見
を
明
確
に
し
、
わ

の
見
方
を
相
対
化
す
る
こ

相
互
に
意
見
・
感
想
を

の
提
出
）

か
り
や
す
い
文
章
で
表
現
し
よ
う
と
し
て

と
の
大
切
さ
に
気
づ
く
。

述
べ
合
う
。

５
…
Ａ
Ｂ

い
る
。

・
自
分
の
意
見
を
他
に
伝

③
②
を
も
と
に
、
グ
ル

え
る
こ
と
の
喜
び
を
体
験

ー
プ
ご
と
に
最
も
印
象

し
、
同
時
に
そ
の
責
任
を

に
残
っ
た
投
書
を
ク
ラ

理
解
す
る
。

ス
全
体
に
紹
介
す
る
。

④

投
書
を
書
く
。
書
き

上
げ
る
過
程
で
適
宜
相

互
批
評
を
行
う
。

⑤
書
き
上
げ
た
投
書
を

グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
で

読
み
合
い
、
相
互
批
評

を
行
う
。

手
紙
を
書
い
て
み

４

・
手
紙
の
形
式
に
つ
い
て

①
手
紙
を
書
い
た
経
験

１
…
Ａ
Ｄ

・
活
動
に
主
体
的
に
参
加
し
、
作
業
を
行

よ
う
手
紙
の
形
式

理
解
を
深
め
、
知
識
を
身

を
振
り
返
る
。

２
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

っ
て
い
る
。
・
手
紙
と
は
が
き
の
特
色
や
書

に
つ
け
る
。

②
状
況
に
応
じ
た
手
紙

３
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

き
方
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

・
理
解
や
知
識
を
活
用
し

の
形
式
や
マ
ナ
ー
に
つ

（
手
紙
文
、
は

・
目
的
を
明
確
に
し
た
上
で
、
相
手
に
配

て
、
実
際
に
手
紙
を
書
く
。
い
て
調
べ
、
発
表
す
る
。

が

き

文

の

提

慮
し
た
手
紙
や
は
が
き
を
書
い
て
い
る
。

③
想
定
さ
れ
た
条
件
に

出
）

即
し
て
、
手
紙
を
書
く
。

５
…
Ａ

④
書
い
た
手
紙
に
つ
い

て
相
互
評
価
を
行
う
。

道
順
を
説
明
し
て

４

・
事
柄
を
こ
と
ば
で
伝
え

①
こ
と
ば
に
よ
る
伝
達

１
…
Ａ
Ｄ

・
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
や
検
討
を
す
る

み
よ
う
事
柄
を
正

る
こ
と
の
大
切
さ
を
自
覚

の
難
し
さ
を
自
覚
す
る
。
２
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

際
に
、
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
し
て
い

確
に
伝
え
る

し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す

②
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
３
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

る
。
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る
。

道
順
の
口
頭
説
明
を
行

（
道
順
の
説
明

・
他
の
人
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
発
言

・
こ
と
ば
で
正
確
に
伝
え

い
、
意
見
・
感
想
を
交

文
の
提
出
）

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工

換
す
る
。

５
…
Ｂ

・
題
材
を
適
切
に
選
定
し
て
い
る
。

夫
を
す
る
。

③
②
を
も
と
に
、
道
順

・
情
報
を
適
切
に
整
理
し
て
い
る
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
説
明
文
を
作
成
す
る
。

・
情
報
を
、
正
確
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い

の
基
本
が
「
相
手
の
立
場

書
い
て
い
く
過
程
で
も
、

る
。

へ
の
想
像
力
」
で
あ
る
こ

適
宜
相
互
評
価
を
行
う
。

と
に
気
づ
か
せ
る
。

④

道
順
と
は
別
の
課
題

で
説
明
文
を
書
き
、
相

互
評
価
を
行
う
。

こ
と
ば
を
見
つ
め

７

・
日
常
使
用
し
て
い
る
こ

①
日
常
生
活
で
無
意
識

１
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

・
自
分
自
身
の
話
し
方
、
こ
と
ば
の
使
い

る

と
ば
「
」
を
自
覚
的
に
見

に
触
れ
て
い
る
、
話
し

２
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

方
を
見
つ
め
直
そ
う
と
し
て
い
る
。

直
し
こ
と
ば
、
「
」
に
対

方
、
こ
と
ば
遣
い
を
確

３
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

・
こ
と
ば
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

す
る
意
識
を
高
め
る
。

認
し
、
整
理
す
る
。

（
レ
ポ
ー
ト
文

方
法
や
数
値
デ
ー
タ
の
分
析
の
し
か
た
を

・
資
料
や
デ
ー
タ
の
扱
い

②
ク
ラ
ス
で
こ
と
ば
に

の
提
出
）

理
解
し
て
い
る
。

方
・
読
み
と
り
方
、
ア
ン

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

５
…
Ａ
Ｂ

・
レ
ポ
ー
ト
の
形
式
に
即
し
て
書
い
て
い

ケ
ー
ト
調
査
の
活
用
に
つ

査
を
行
い
、
そ
の
結
果

る
。

い
て
学
習
し
情
報
、
「
」

を
考
察
す
る
。

・
日
本
語
に
つ
い
て
の
見
方
を
広
げ
た
り
、

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え

③
②
の
結
果
と
共
通
す

関
心
を
高
め
た
り
し
て
い
る
。

る
。

る
既
存
の
デ
ー
タ
を
比

・
グ
ル
ー
プ
で
の
調
査
活
動
な
ど
に
積
極

・
「
情
報
」
を
活
用
し
て

較
し
、
考
察
す
る
。

的
に
参
加
し
、
そ
の
中
で
自
分
に
与
え
ら

レ
ポ
ー
ト
を
書
く
。

④
教
科
書
の
レ
ポ
ー
ト

れ
た
責
任
を
果
た
し
て
い
る
。

文
例
を
通
じ
て
レ
ポ
ー

ト
文
の
形
式
を
学
ん
だ

上
で
、
別
の
課
題
で
レ

ポ
ー
ト
文
を
書
き
、
相

互
評
価
を
行
う
。

文
学
の
表
現
物
語

３

・
文
学
作
品
に
表
わ
れ
た

①
翻
案
に
よ
る
文
学
作

１
…
Ａ

・
佐
野
洋
子
の
「
あ
り
と
き
り
ぎ
り
す
」

が
生
ま
れ
変
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
通
し

品
を
読
み
、
表
現
上
の

２
…
Ａ
Ｄ

の
表
現
を
て
い
ね
い
に
読
み
味
わ
お
う
と
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て
、
表
現
の
豊
か
さ
を
考

特
色
や
工
夫
に
つ
い
て

３

…

Ａ

Ｃ

Ｄ

し
て
い
る
。

え
、
味
わ
う
。

指
摘
を
し
、
考
え
て
み

（
創
作
文
の
提

・
自
分
な
り
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ

・
読
書
体
験
に
基
づ
き
、

る
。

出
）

て
物
語
を
作
り
か
え
て
い
る
。

物
語
や
作
品
を
作
り
か
え

②
翻
案
に
よ
る
物
語
を

４
…
Ｄ
（
感
想

・
話
し
合
い
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
、

る
創
作
活
動
を
行
う
。

実
作
す
る
た
め
の
作
品

カ

ー

ド

の

提

他
の
人
が
作
っ
た
物
語
を
主
体
的
に
読
ん

・
表
現
活
動
や
相
互
評
価

を
選
定
し
、
ど
の
よ
う

出
）

だ
り
し
て
、
率
直
な
意
見
交
換
を
し
て
い

を
通
じ
て
、
自
ら
の
表
現

に
作
り
か
え
る
か
、
そ

５
…
Ａ
Ｂ

る
。

意
欲
を
高
め
る
。

の
内
容
や
設
定
に
つ
い

・
表
現
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

て
構
想
す
る
。

表
現
す
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
て
い
る
。

③
②
を
も
と
に
、
物
語

文
の
下
書
き
を
書
く
。

④
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
③
を
読
み
合
い
、
相

互
に
意
見
・
感
想
・
ア

ド
バ
イ
ス
を
伝
え
る
。

⑤
物
語
を
書
き
上
げ
、

相
互
批
評
を
行
う
。
ま

た
、
同
時
に
自
己
の
活

動
を
振
り
返
る
。

発
表
「
○
○
っ
て
、

６

・
発
表
と
い
う
表
現
方
法

①
ク
ラ
ス
で
テ
ー
マ
を

１

…

Ａ

Ｂ

Ｃ

・
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て
、
適
切
な
観
点
か

何
？
」
イ
ン
タ
ビ

を
、
そ
の
準
備
か
ら
実
施
、
決
め
、
適
切
な
観
点
を

（
作
成
資
料
の

ら
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
よ
う
と
し
て
い

ュ
ー
か
ら
発
表
・

ま
と
め
に
至
る
ま
で
を
体

考
え
な
が
ら
、
イ
ン
タ

提
出
）

る
。

討
論
へ

験
し
て
身
に
つ
け
る
。

ビ
ュ
ー
を
計
画
す
る
。

２
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

・
他
の
発
表
を
聞
き
、
感
想
や
意
見
を
持

・
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

②
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
３
…
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

つ
と
と
も
に
、
ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
で
の

ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
自

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
依
頼

（
口
頭
発
表
の

議
論
や
意
見
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い

ら
の
も
の
の
見
方
を
相
対

・
日
時
の
予
約
・
実
施
。
レ
ジ
ュ
メ
の
提

る
。

化
す
る
こ
と
の
意
味
に
気

③

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内

出
）

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
き
に
自
分
の

づ
く
。

容
を
検
討
し
、
内
容
や

５
…
Ａ
Ｂ

聞
き
た
い
こ
と
を
整
理
し
て
い
る
。

構
成
、
必
要
な
資
料
等

・
聞
き
取
っ
た
話
と
そ
こ
か
ら
考
え
た
こ
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を
作
成
し
、
口
頭
に
よ

と
を
、
整
理
し
て
発
表
し
て
い
る
。

る
発
表
を
行
う
。

④
聞
き
手
は
、
発
表
に

対
す
る
評
価
や
質
問
・

意
見
・
ア
ド
バ
イ
ス
を

メ
モ
し
て
い
く
。

⑤
各
グ
ル
ー
プ
の
発
表

を
も
と
に
、
テ
ー
マ
に

つ
い
て
ク
ラ
ス
全
体
で

討
論
を
行
う
。


